
社会保障審議会児童部会
ひとり親家庭への支援施策の在り方に関する専門委員会（第１３回）

【社会保障審議会児童部会委員】
一般財団法人全国母子寡婦福祉団体協議会

母子部顧問 合原 佳登理

資料３ 合原委員提出資料
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①
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P10. 企業から「手続きが煩雑で担当者が大変」との声がある。高齢者給付金のように自身で手
続きができる方法など企業（担当者）への負担軽減を検討。
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P11. 雇入れの要請は、書面を発出して関係機関に周知徹底する。
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P26. 行政の所管課担当職員について教育を強化。
当事者からは、行政職員の対応、発言に対する悲しみの声がある。
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P28.29 子育て人口に比例したサービスの目標数値の設定を検討。
病児・病後保育について、充実をはかる。神戸市の子育て複合施設は参考となる。
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P34.35 調査結果からも民間賃貸住宅に居住しているケースが多い。住宅費助成を検討（生保参照） 7



P36 かかる費用の直接払い（資金の立替払いをなくす）。
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P37 本事業は、家庭状況・子どもの成長あわせた見守りと支援員との連携もでき、大変有効な事業。
子どもの対象年齢をあげ、子どもの健全育成を拡充する。
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P62 行政が発行する広報なども、本人自身がニーズ別に見て分かりやすい文言
やデザインなど広報を検討。（一例次ページ参照）
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離婚するとど
うなる？

子どもが高
校・大学など
にいく時

就学資金貸付制度
・学習支援
民間奨学金

ひとり親の手当

日常生活支援事業

＜問合せ先＞
お住まいの役場
（子育て支援）

児童扶養手当・児童
手当・ひとり親医療
・就学援助・
ＪＲ定期など

自立支援教育訓
練給付金・高等
職業訓練給付金

学習支援
民間奨学金

＜問合せ先＞
母子寡婦福祉団
体等実施団体

仕事で帰りが
遅くなる時、
子どもはどう
したらいい？

仕事を変わり
たい

＜問合せ先＞
就業自立支援センター
・マザーズハローワーク

相談相手
ひとり親など

＜問合せ先＞
母子寡婦福祉団
体等実施団体

＜問合せ先＞
母子寡婦福祉団
体等実施団体
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②

平成２６年度改正法の改正後の施策状況
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身近な地域で
の実施を強化
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③

その他

取り組み状況、課題など
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全国母子寡婦福祉団体協議会の取り組み
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【一般財団法人全国母子寡婦福祉団体協議会と母子家庭等支援施策について】

全母子協は、昭和２４年５月１１日未亡人代表者協議会の開催、あわせて５月２０
日母子福祉対策国会議員連盟が発足。

昭和２５年１１月全母子協の前身となる全国未亡人団体協議会が結成され、翌年
に母子福祉総合法の制定運動を開始。母子福祉総合法の草案の作業を開始し衆
議院小委員会へ提出。
昭和３７年児童扶養手当の支給が開始。
昭和３９年には母子福祉法が制定。

法の制定活動、寡婦控除・母子福祉資金貸付・母子住宅・母子寮建設など支援要
望活動を展開する中で、女性解放活動有志 平塚らいてう女史、市川房枝女史な
どの支援のもと、各地で会が組織された。それ以来、現在まで母子および父子家
庭の各地域における当事者団体として、各地で行う相談交流事業をとおし、当事者
の声を国・地方自治体・市町村行政、議員連盟との情報交換会を毎年おこない、ひ
とり親施策の改善を所管されている省庁の方と協議を行うなど制度改善要望を届
け、ひとり親家庭のしあわせと子どもの健全育成のための活動をおこなっている。

平成１６年から、母子部会（末子２５才未満）を設け、会員の自立支援活動、相互
の連絡調整を図るとともに当該団体の後継者育成を含め、毎年、母子部長研修会
を開催し、制度学習や実施情報の共有など行っている。
【会員数】全国５５団体 約９万人（２０１９．１１現在）
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１．＜子どもの貧困対策事業「国立青少年教育支援機構」＞

青少年自然の家と各府県市の母子会とその地域に合わせた協働事業
を開催。

２．＜夢を応援基金＞中学３年～高校３年生全国４００名
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【課題や提案】
［課題］
課題１：養育費の収入算定による児童扶養手当停止の問題
課題２：児童扶養手当とその他の支援策利用の連動による支援策非該当の心配と不安
課題３：借入金やローン返済高の調査（平成１８年調査時点で１００名平均１５０万円借入残高）
課題４：子が１８歳を過ぎたことにより、児童扶養手当等支援が終了し収入が減少し、支出が増加。

また、進学による経済的負担が増大することによるダブルワーク・トリプルワークにより生
活が困窮している。そのことに伴う、体調不良と病院受診控え。

課題５：親の介護と子育てのダブルケアへの支援体制の創設
［提案］
提案１：児童扶養手当受給停止後、他制度非該当までに猶予期間の設置＝ホップ期間
提案２：母子父子寡婦福祉資金貸付制度

修学資金等の貸付の場合、奨学金との併用を可能とする。
（日本金融政策公庫からの借入を金利がかかるため）

提案３：社会福祉協議会の生活福祉貸付資金制度との制度概要の周知と共有を進める。
提案４：未婚の母の税制措置（寡婦控除）適用の法制化
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ひとり親家庭の
相談は☆支援
の選択・コー
ディネートがで
きる専門的知識
が必要
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福岡県母子寡婦福祉連合会の取り組み
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（塾形式）１７ヶ所
小学生～高校生３５９名
ボランティア１７７名

（家庭教師形式）
児童数 ５２名
ボランティア３９名
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春日市では
Yahoo!ドーム野球観戦・夏休みレクリエーション・クリスマス会・いちご
狩りを行っています。
クリスマス会では１８才未満のこどもたち15０名に共同募金会より図
書券をいただいています。
★いちご狩りは68名以上（市バス40名＋社協バス28名）好評で抽選
しています。会員（母子147，父子1，寡婦26）
末子が中学生以上の母たちで”バスハイク”ゆったり
まったり～2019は糸島牡蠣小屋と散策～でした。

福岡県母子寡婦福祉連合会
福岡県内４８市町の母子寡婦福祉会のひとり親交流事業をおこなっています
（下記は春日市 日常生活支援事業を市から受託）
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7.28ソフトバンク観戦30名

2019.8.18海響館（下関）2019.2.10牡蠣小屋

ホームページ・
Facebook
開設してます。

2019.3.3いちご狩り

クリスマス会

春日市役所こ
ども未来課母
子係は、窓口
のすぐ横に固
執の相談室
があり、相談
しやすい工夫
をしてありま
す。医療・教
育など窓口へ
同行してくれ
ます。
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ご清聴ありがとうございました

一般財団法人全国母子寡婦福祉団体協議会 母子部顧問 合原 佳登理
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